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概要 

終末期がん患者の医療において、短期の予後予測は、一時帰宅や休息の可否といった意思 

決定支援やケア方針の調整に直結する重要な課題である。しかし、従来の翌日生存予測モデ 

ル（PPS≤20 を対象とした決定木モデル等）は、予後が極めて短い患者から比較的安定した 

患者まで幅広い集団を含んでおり、臨床判断に迷う患者群に対する精度や解釈に限界があ

った。また、単一時点での状態評価にとどまり、病状の経時的な変化を捉えきれていないと 

いう課題も存在する。 

 本研究では、こうした課題に対応すべく、国際多施設共同前向きコホート研究（EASED

研究）のデータを用い、臨床で判断に迷いが生じやすい対象集団（RASS -2 以下の軽い鎮静

状態等）に限定した解析を行った。さらに、身体徴候の単日評価だけでなく「前日からの変

化（新規出現・消失・持続）」を経時的情報として決定木分析に組み込み、翌日生存の見逃

しを低減する予測モデルの構築を試みた。 

 解析の結果、チアノーゼの消失や無呼吸の有無など、徴候の経時的変化を組み込むことで 

高い翌日生存確率を示す組み合わせが確認され、変化の導入が予測に寄与する可能性が示

された。しかし、現時点では翌日生存の見逃しを十分に低減できる精度のモデル構築には至

っておらず、分岐条件の設定や変数の選択に改善の余地が残されている。 

 本抄読会では、これらの解析結果と課題を整理したうえで、対象集団の再定義（コミュニ 

ケーション能力や嚥下困難の組み合わせ）や、より過去の情報・連続変数を活用したモデル 

の改良など、今後の展望について共有した。 
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